











　元データは多摩大学経営情報学部入学生 2011 年から 2014 年度生のデータである。このデー
タの利用については多摩大学の規定に基づき処理などを行った。学生総数は 1052 名からなり、
変数としては、各セメスターでの修得単位数や GPA などセメスター毎に要約された変数で 70
変数からなっていた。卒業までのデータが完備しているのが 2011 年度入学生で、その他は順
に 2012 年度生は 3 年次まで、2013 年度生は 2 年次まで、2014 年度生は 1 年次のみである。
3．分析
3.1　基礎データ
　各学期毎の GPA について修得単位数との関係を調べる。これは GPA が科目成績の平均値
を用いているために修得単位数が少ない場合に、その平均のブレが大きいためである。関係を
調べた結果、図 1 のように大凡の傾向として、修得単位数が増すと、GPA も高くなる傾向が
見られた。
　しかし、3 年秋学期のデータにおいては、1 年春から 3 年春までの対応関係と異なる傾向が
見られた。そこで、分析対象データとして、3 年春学期、または、2 年秋学期までのデータと
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も兼ねて入試種別と 1 年春 GPA から 3 年春 GPA との対応関係を調べた。入試種別によるい











　1 年秋学期の修得単位数が 15 単位以下かどうか
 　出身校評定平均値が 2.2 以下かどうか
  　2 年秋の修得単位数が 12 以下かどうか
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が得られた。これから、留年率減少のためには、1 年秋学期の修得単位数が 16 単位以上とな
るような学修支援プログラムの開発の検討が必要と考えられる。このためには、1 年春学期で
の修得単位数が関係している。1 年春学期 GPA と 1 年春学期の修得単位数については、GPA
が 1.5 程度での修得単位数が 15 単位以下である学生が多くいた。これから、 GPA のみの基準
で留年可能性を判断することは危険であることが示唆される。
3.2 出身校評定と 1 年秋 GPA および 2 年秋 GPA との関係
　入試の成績とは異なり、出身校評定は高校での学習履歴を総合的に評価していると解釈でき
る。大学での学修支援プログラム開発において、高校での履歴との対応を検討するために、1
年秋学期 GPA との関係を探った。その結果、図 2 が得られた。
図 2：出身校評定平均値（x軸）と 1年秋学期GPA（y軸）との関係
　図 2 より、入学年度間の差は小さく、また、散布図から非線形の相関関係があることが示唆




3.3　2 年秋学期での修得単位数と GPA 関係
　2 年秋学期についても、図 2 と同様な関係であったが、修得単位数が多くなると、GPA で
の分散が大きくなる傾向が見られた。 
3.4　3 年春学期 GPA 評価を説明する。
　3 年春学期 GPA を事前に説明する変数を選択することができれば、それらの変数に注意す
ることで教育プログラムの改善につながる。GPA 間の相関関係を図 3 に示す。これから、あ
る学期の GPA と前学期の GPA との相関係数が 0.7 〜 0.8 程度あるので、これだけでもある学
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期の GPA の変動のうち約 50％が説明できることがわかる。
   
　　図 3：GPA間の相関関係　　　　　　　　　　　　　　　図 4：回帰分析の結果
説明変数として
 PROG コンピテンシー .,PROG リテラシー、
 1 年春学期から 2 年秋学期毎の GPA、
 1 年春学期から 2 年秋学期毎の修得単位数
として重回帰モデルを用いて要因を抽出するための分析を行った。その結果、3 年春学期
GPA の変動のうち、約 63％が説明された。変数選択を行った結果、次の 4 変数の組を用いた
モデルで約 61% 説明された。










かった。これから GPA（Grade Point Average）ではなく、GPS（Grade Point Sum）のよう
な和の指標の有効性について検討することも必要であろう。
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